
持続可能な島のイメージ

持続可能な島
佐渡の実現に向けて
(地域循環共生圏の創出)

教育
行財政
改革

市民と共に創る
安全・安心な島

安心な暮らし提供と市民協働

インフラ整備と防災力向上

子どもから高齢者まで
夢や希望が持てる島

子どもを産み育てやすい島

健康寿命日本一

医療・介護・福祉を守る島

人材確保と医療・介護・福祉の連携

支え合いの地域づくり

豊かな自然と歴史・文化
が薫る島

世界遺産を活かしたおもてなしの充実

歴史・文化・スポーツや四季を通じた交流

元気な経済と
多様な人が活躍する島

脱炭素と循環経済の両立

労働力確保と移住・定住・交流人口拡大

未来を拓く確かな学力

佐渡を知り誇りに思う人づくり

効率的な行政運営

自立可能な財政運営

意識・行動・組織の変革

安心して暮らし続ける島

人が賑わう元気な島

生涯学び活躍できる環境整備

デジタル化の推進

島の未来を創るための基盤



佐渡を知ってもらい
佐渡に来てもらい
ファンになってもらう

移住・定住
につなげる

地域医療の提供体制確保

ライフラインの維持
※上下水道、ごみ処理・焼却体制、通信網、医療等

持続可能な行財政運営

予算規模 467億5000万 円
前年度当初予算比：12億5千万円（2.6％）減

「佐渡島の金山」の世界的な評価を
最大の好機として活用

出産・子育て・結婚への支援

令和７年度予算編成方針

人口減少対策 人口減少社会への対応



▶出産・子育て・結婚支援、若者世帯の新生活応援

・出産準備金「出産ワクワク応援ギフト」創設

・佐和田SC内「子育て交流ひろば」開設

・新たな出会いの機会創出、結婚新生活支援 等

▶医療提供体制の確保
・佐渡総合病院への支援拡充 等

▶持続可能な行財政運営

・ふるさと納税の拡大による自主財源確保

・国・県の財源活用

・定員適正化計画に基づく職員数削減による

人件費抑制

・物品購入の集約化などによる事業経費削減

等

▶世界遺産の島「佐渡」の認知向上、インバウンド誘客

・能、鬼太鼓、無名異焼等活用したプロモーション 等

▶雇用の安定と地域の将来を担う人材確保

・「ＣＯＭＰＡＳＳ」、「さどマッチボックス」の活用

誰でも柔軟に働ける環境づくりと市内企業の
情報発信力の向上 等

令和７年度予算編成方針

人口減少対策 人口減少社会への対応
（主な内容）

（主な内容）


